研修出張様式５

研修報告書
	所　　属　北病棟　　　　　　　　　　職　種　介護員　　　氏　名　木村　巴

	期　　間　　平成　26年　12月　3日　～　平成　26年　12月　6日

	出張目的　　勤続5年海外研修

	出 張 先　　グアム

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


12月3日

前日の22:00頃、夜行バス利用者6名で八戸駅を出発し、3日早朝東京駅に到着している。東京駅より成田エクスプレスにて成田空港へ向かい、新幹線利用者3名と合流している。
11時に成田を出発。5年ぶりの飛行機は心躍るものがあった。4時間弱のフライト後現地へ到着。湿度が高く気温30℃超え。グアムの紫外線は日本の6倍と聞いていたが対策必須の日差しの強さだった。ホテルのバスでホテルまで向かったが、車内から見える日本車や日本語看板の多さ等、異国の地の至る所で日本を見る事が出来た。

日本とは1時間の時差があり、携帯電話（フューチャーフォン）が自動で時差を修正（スマートフォンも同様）していたのは地味に驚いた。ホテルにてチェックインした後、Wifi環境を確認。空港ではあえてWifiをレンタルしなかったが不便を感じる事は全くなかった。

夕日が沈み始めた頃にバスでナイトマーケット（チャモロビレッジ）に出掛け、南国ならではの民芸品を見て歩いているが、日本語と簡単な英単語で話し掛けてくる現地人や日本人観光客も多いせいか日本人慣れしているという印象が強かった。露店ではヤシの実を飲んだり中身を割って刺身にしてわさび醤油にして食べたりとヤシの実１つとっても日本人向けに準備されている事に嬉しさを覚えた。ナイトマーケットの奥にある館物内ではバンド演奏に合わせて現地人や観光客がダンスを踊っており、現地人に誘われるまま楽しませてもらった。21時にはその場を後にしたが、バス社内やホテル前、ホテル内から見えるイルミネーションは美しく、一部のクリスマス仕様の装飾を見る事で四季のない国で季節を感じる事が出来た。22時には団長の部屋にて点呼を取り解散している。

12月4日

　　朝食はホテル内の和食レストランへ行き海を眺めながら朝食を摂っている。

午前中は恋人岬を始めとした、グアム島内をバスで巡る観光に参加している。日本人のバスガイドが現地へ着く前に歴史を説明し、到着後は集合時間を伝えられ自由行動している。

恋人岬では2人の男女が写真撮影されており、花嫁衣裳が南国の海に映えて美しかった。観光後は海を横手にBBQをしているが、肉が硬く噛み切れず誤嚥事故が起こりかけ、異国の地で誤嚥の怖さを実感した。観光とBBQ代は全てHISの無料ツアーであり、サービスが非常に充実していて充分楽しむ事が出来た。

観光後は自由行動し、ホテル前にあったJPストアでお土産を購入している。箱菓子コーナーの品揃えが豊富で安い物から高い物まで購入出来るものが多く選び応えがあった。他、コスメや衣料品等のコーナーもあり値段は安くないが良質の物が揃っているという印象だった。ハーゲンダッツの店舗をホテル近くで発見した為入っているが、ワッフルコーンやトッピングを数種類から選べ何故日本から店舗が撤退してしまったのか物凄く残念に思った。

夜はホテルのプールにて談笑しながら1時間程泳いでいるが、グアムの空を見上げると月は日本と変わらず見えるものの星が殆ど見えなかった。プールから見える夜の海は美しくも常闇に満ちており

普段内在している自然の美しさの中の怖さを垣間見た瞬間だった様に思う。

プール後は団長の部屋に全員集合し、現地のお酒や食べ物を飲み食いしながら談笑している。理事長より「海へはもう入ったか」どうかの前置きの後、グアムの海が昔日本人の血で赤く染まったという戦争の話を聞いた。つい数十年前にグアムで戦争がおき、占領しようとした国の人間を今現在迎え入れ観光産業が成り立っていると思うと感慨深く思う。

12月5日

ホテル滞在2日目の朝食はバイキングへ行っている。日本食も多く、朝から食に困る事はなく安心して食べる事が出来ていた。

ホテル周辺を散策し出すと射撃の勧誘をしてくる現地人にたどたどしい日本語で勧誘され、その度にフレンドリーさとテンションの高さに笑わせてもらっていた。再度JPストアへ行き、免税店周辺を散策しているが、袖のある服を着ている事が出来ないくらい日差しや気温が高かった。グアムへ来てから購入した、日本では取り扱いしていない日焼け止めの効果は抜群であった。お昼には2日続いてハーゲンダッツへ行き昼食がわりとしている。

午後はホテルのプライベートビーチへ行っている。海は透明度の高く、ナマコが海を浄化しているのだと前日バスガイドが説明していたが想像以上に透明であった。近くにコンビニ（ABCストア）にてゴーグルを購入したのは大正解で、浮のある場所まで泳いでいくのは容易だったが足を何かに突付かれＵターンしている。また急遽バナナボートを体験する事になり、救命胴衣を装着しバナナボードに引かれるまま沖合いまで行っている。ゴーグルを付けていた為、バナナボードの黒人女性に「Junp」と言われ、足の付かない沖合いで飛び込む事になったり、「Dive」と言われ海の底を見ると黒人女性が撒いたエサに色とりどりの魚が集まっていたり、沖合いはビーチとは比べ物にならない程に濁りが全く無く、深いエメラルドグリーンの海底と珊瑚がとんでもなく美しく一瞬であったが良い体験となった。夜は海鮮レストランへ向い、食べたこと無い様々な料理を堪能した。

12月6日

3日目のホテルも海を横手にバイキングを食べている。

10:30ホテルを後にし、空港内を足早に通り過ぎ、13:00前にはグアムを発っている。予定時間より早く成田に着いているが、飛行機を出た瞬間すぐに寒さを感じ、日本に帰ってきたという実感が沸いた。　

成田エクスプレスにて予定時間前に東京駅へ着いた為、夜行バスまで東京観光が出来、東京駅構内や周辺を散策、改装後の東京駅外観を撮影したり、東京駅前のゆうちょ本店内の数十メートルはある白いツリーのイルミネーションショーに偶然遭遇したりと、東京での時間はあっという間に過ぎていった。その後、夜行バスに乗り込み氷点下の八戸駅に到着している。

1日1日の内容が濃密で、充実したグアム研修となった。

グアムへ行くにあたり勉強した事、グアム本土で学び・体験したグアムの歴史と異文化交流、

素晴らしい仲間と共に良い経験と思い出が出来た。

貴重な機会を与えて戴いた事に感謝したいと思う。

A.O.M





I.O.O.





C.E.O.








